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 綾戸橋と弘道亀鑑 

 明治１８年（１８５５）に 

完成した「清水国道」は、綾 

戸渓谷の急峻な岩崖を避ける 

ため、綾戸橋（写真右上）が 

架けられました。 

 今でも利根川の右岸に綾戸 

橋の橋脚の土台（写真右下の 

丸の中）が、残っています。 

 明治３１年（１８９８）に 

棚下橋が流されてからは、新 

たに橋は架けられず、明治３４年（１９０１）に綾戸渓谷に「綾

桜隧道」が完成し、現在の国道１７

号とほぼ同じルートとなりました。 

             綾戸の崖面には、「弘道亀鑑」の

漢詩の碑がひっそりと建てられて

います。 

             この碑は、綾戸隧道の開削に尽力

した上白井村（旧子持村）名主の後

藤文衛門に、渋川村（渋川市）の後

藤八郎右衛門が贈った絵に漢詩を

添えたものを石碑にしたものです。 

 
こ
ん
に
ち
は
。「
森
友
学
園
」
が
、
大
阪
府
豊
中
市
に
開
設
を
予
定
し
て
い
る
小
学
校
用
地
の
た
め
に
、

財
務
相
・
近
畿
財
務
局
か
ら
大
幅
に
値
引
き
し
た
安
価
で
国
有
地
を
払
い
下
げ
て
も
ら
っ
た
問
題
で
、
日

本
共
産
党
、
民
進
党
、
自
由
党
、
社
民
党
の
４
野
党
国
対
委
員
長
は
７
日
、
籠
池
理
事
長
と
近
畿
財
務
局

幹
部
な
ど
６
人
の
参
考
人
招
致
を
求
め
る
こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。 

 

民
進
党
の
山
井
国
対
委
員
長
が
、
自
民
党
の
竹
下
国
対
委
員
長
に
参
考
人
招
致
の
実
現
を
求
め
ま
し
た

が
、「
違
法
性
が
明
ら
か
で
な
い
」
と
し
て
参
考
人
招
致
に
難
色
を
示
し
ま
し
た
。 

 

過
去
の
参
考
人
招
致
は
、
事
案
の
違
法
性
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
疑
惑
解
明
の
た
め
に
お
こ
な
わ
れ
、 

「
森
友
学
園
」
の
問
題
で
、「
で
き
な
い
」
理
由
に
は
な
り
ま
せ
ん
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

安
倍
首
相
は
国
会
で
、「
政
治
家
の
関
与
は
な
い
」「
私
も
妻
も
無
関
係
だ
」
と
言
い

逃
れ
に
終
始
し
て
い
ま
す
が
、
か
ね
て
「
森
友
学
園
」
の
教
育
を
評
価
し
、
籠
池
理
事

長
と
も
面
識
が
あ
り
、
安
倍
首
相
に
は
真
相
を
明
ら
か
に
す
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。 

 新年度から利根商では、普通科が１クラス新設され、

平成３０年度（２０１８）には１クラス増える予定です。 

 普通科が２クラスになってからは１クラスを、特別進      

       学（普通科アドバンス）コースに設定し、

難関大学の合格を目指すことを目標にし

ています。 

        普通科の新設は、野球やサッカーの部

活強化と合わせた「改革」の一環ですが、

市町村の財政負担について十分な説明は

されたと言える状況ではありません。 

 新年度予算と予算関連条例を審議する、市議会予算審

査特別委員会が２月２８日開かれ、委員長に坂庭直治議

員、副委員長に桑原敏彦議員を選出しました。 

 予算審査特別委員会は、１０日総務部、１４日市民部

と健康福祉部、１５日経済部と都市建設部、１７日教育

部がおこなわれ、１７日には討論、採決がおこなわれま

す。 

 予算審査特別委員会は、議場 

で午前１０時から開かれ、傍聴 

することができます。 

 これまで毎年行われていた市主催の敬老会が、新年度からは中止をされ 

対象者に記念品を配布するだけになりました。 

 市では敬老会の開催についてアンケートを実施し、 

廃止の意見が多かったことや、県内他市の状況なども 

参考にし、新年度からの中止を決めました。 

 敬老会の開催は、実施してきた地区の状況に応じて 

対応し、一律に廃止する必要はないないのでは？ 

 大東議員は７日おこなわれた一般質問で、１、地域づくりについて、２、

地場産農作物と観光について、３、吹割渓谷と吹割の滝について、現状と

これからの取り組みなどについて質問しました。 

 地域づくりについては、地域の高齢化やコミュニティーの希薄化などで

地域の行事等の開催も困難になるなかで、地域の人材育成を市と地域が協

働してすすめるよう求めました。 

 地場産農作物の活用については、市内のレスト 

ラン等でブランド農産物を使った料理の提供をす 

すめ、観光客の増加につなげるよう提案しました。 

 吹割渓谷と吹割の滝については、旧利根村時代 

に購入された土地の整備と活用について、市の考 

えについて質問しました。 

 

 


